
運輸行政全体で
データの流れを作る必要性



データの流れからみたバス事業

公共交通
事業者

運輸局
（国）

利用者アプリ
事業者

許認可・申請
紙ベース

許認可権限
形式的な要件は確認はするが
地域の状況を踏まえた判断はしない

ダイヤ改正・臨時便
路線やバス停の新設・廃止
新規参入・撤退

利用者への情報提供はデジタル化されつつあるが、
国への申請・届け出はアナログのままではないか？

GTFSによって
デジタル化が進む



運輸局への紙による膨大な申請・届出業務

バス会社（永井運輸@前橋） 関東運輸局

太田恒平, 水野羊平, 三浦公貴, 伊藤昌毅, "GTFS-JPデータを用いた乗合
バス事業の電子申請に向けた基礎検討 〜帳票地獄からの脱却による働き
方改革を目指して〜", 第59回土木計画学研究発表会, 2019年6月9日.



書式の例

• x

https://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/bus/procedure/noriai/style.html

https://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/bus/procedure/noriai/style.html


利用者向けのデジタル化を進めたところで…



• 経団連からの提案（2021年12月8日）
– 事業許可申請および変更認可申請手続きを電子化すること 
– 申請内容をマシンリーダブル、かつGTFS-JP(共通フォーマット)を活用した形式

とすること

規制改革推進会議経済活性化ワーキング・グループ

https://www8.cao.go.jp/kisei-
kaikaku/kisei/meeting/wg/econrev/211208/agenda.html
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https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/econrev/211208/agenda.html
https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/econrev/211208/agenda.html


MaaS推進も見据えたバス事業者の申請の
オンライン化及びGTFS-JPの普及・促進

2022年6月7日閣議決定 規制改革実施計画より
103



• x



日本バス情報協会(2022年3月に活動開始）
• 行政、バス事業者等に対するコンサルティング
• 講習会、勉強会等の開催
• データコミュニティに対する技術支援
• データプラットフォーム、ツール等の提供
• バス運行システム事業者等の連携の推進
• 調査研究

GTFS・バスデータ整備実習(2022年8月） https://www.busdata.or.jp

https://www.busdata.or.jp/


• 2022年
– 3月5日 設立イベント
– 5月26日 社員総会（幹事の改選）
– 5月31日 CP実務の会
– 8月31日 GTFS・バスデータ整備実習
– 11月30日 定例会（以後3ヶ月おきを目安に）

• 2023年
– 1月11日 GTFS再入門 西沢ツール編
– 3月4日 公共交通オープンデータ2023

• その他
– 日経産業新聞掲載（2022年4月25日）
– 国土交通データプラットフォーム 開発協力
– 各種GTFS関連ツール開発

日本バス情報協会のこれまでの主な活動

公共交通オープンデータ最前線2023 の様子



GTFS・データリポジトリ研修資料を公開中

https://www.busdata.or.jp/?p=661

https://www.busdata.or.jp/?p=719

https://www.busdata.or.jp/?p=661
https://www.busdata.or.jp/?p=719


GTFSは地域交通の基礎になる
重要な地域資源

公共交通の利用者･事業者・自治体
がデータ活用出来るように！
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